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5−1　基本方針と基本目標
　第２章「札幌市の下水道のあゆみと整備状況」や、第３章「ビジョン 2030・プラン 2025 の取組結果」、第４章「現状と課題」を踏まえた上で、長期的
な視点に立ち、札幌のまちを支える下水道を未来につないでいくため、以下のとおり、本ビジョンの「基本方針」と３つの「基本目標」を定めます。

Ⅰ　市民の安全・安心な暮らしを支えます

Ⅱ  下水道のポテンシャルを生かし、地球環境保全へ貢献します

Ⅲ  持続可能な経営環境を確立し、質の高い下水道サービスを提供します

基本目標

　老朽化施設の急増に伴う事故発生リスクの増加やカーボンニュートラルへの
対応、上下水道一体での取組推進、人口の減少局面移行など、札幌市の下
水道は時代の転換期を迎えています。

　新しい時代においても、居住機能や商業・業務などの多様な都市機能が集
積し、豊かな自然環境を有する札幌のまちに住む市民の暮らしを支え、100
年先を見据えながら、持続可能な下水道事業を推進し、下水道を未来へつな
ぎます。

基本方針 札幌市民の暮らしを支える下水道を
未来へつなぎます
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計
画
体
系
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取組内容

本ビジョンの基本的な方針

基本方針に基づき目指す到達点

基本目標を
達成するための施策

施策を踏まえた
具体的な取組内容
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5−2　施策と取組内容
　基本方針に基づいて定めた３つの基本目標を達成するため、７つの「施策」と 15 の「取組内容」を定めます。
　札幌市では、市全体として SDGs ※の推進につながる取組を行うこととしており、下水道事業においても、SDGs を意識して取組を推進します。

※SDGs：持続可能な開発目標のことで、Sustainable Development Goals の略。2015 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」において記載された、2016 年から 2030 年までの国際目標で、　
　持続可能な世界を実現するための 17 のゴール（目標）と 169 のターゲット（取組・手段）から構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを誓っている。

市民の安全・安心な
暮らしを支えます

Ⅰ.

Ⅱ.

Ⅲ.

下水道のポテンシャル
を生かし、地球環境保全
へ貢献します

持続可能な経営環境を
確立し、質の高い下水道
サービスを提供します

すべての
人に健康と
福祉を

安全な水と
トイレを
世界中に

海の
豊かさを
守ろう

エネルギーを
みんなに
そしてクリーンに

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な
対策を

すべての
人に健康と
福祉を

安全な水と
トイレを
世界中に

住み続けられる
まちづくりを

住み続けられる
まちづくりを

気候変動に
具体的な
対策を

パートナー
シップで目標
を達成しよう

すべての
人に健康と
福祉を

安全な水と
トイレを
世界中に

住み続けられる
まちづくりを

産業と
技術革新の
基盤をつくろう

働きがいも
経済成長も

パートナー
シップで目標
を達成しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

パートナー
シップで目標
を達成しよう

質の高い教育を
みんなに
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幌
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未
来
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つ
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ぎ
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す

基本方針 基本目標 施策 取組内容および関連するSDGsの視点

１下水道施設の
　　　　　改築・再構築

３災害への対応力強化

４脱炭素社会・循環型社会
実現に向けた取組強化

6 経営基盤の強化

２下水道施設の維持管理

５公共用水域の水質保全

７下水道のプレゼンス向上

5－①水質の管理

4－①カーボンニュートラルの推進
4－②下水道資源の有効利用

１－①管路施設の改築・再構築
１－②処理施設の改築・再構築

3－①総合的な浸水対策
3－②総合的な地震対策

2－①管路施設の維持管理
2－②処理施設の維持管理

6－①コスト縮減・財源確保
6－②下水道のデジタル改革
6－③多様な主体との連携
6－④人材育成・確保

7－①下水道に対する理解促進
7－②下水道の見える化の推進


